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モンゴル ・ シャマンの類型の変化について
ホルチン地方の現代シャマニズムの変化
包 龍（内蒙古大学蒙古学学院）
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1 . はじめに
今日のモンゴル高原で、 シャマニズムが残存し、 モンゴル人によって維持、
信仰されている地域といえば、 中国内蒙古自治区の東のはてに位置するホルチ
ン地方1とホロンボイル地方、 そしてモンゴル国のドルント(dorunatti)県、 そ
し てロシアのブリヤ ー ト共和国である。 こ の他モンゴル国フブスグ ー ル
(kobtigtil)県に も数少ないが、 シャマンがいるといわれている。 本論では、
古くから「伝統的」であると考えられてきた白 方 シ ャ マ ン(caGan Jug­
unboge)と黒方シャマン(qar-a Jug-unboge)に加えて黄方 のシャマン(sir-a
Jug-unboge)がおり、 あわせて三種類のシャマンがいるとされている、 中国内
モンゴル東部のホルチン地方におけるモンゴル ・ シャマニズム の問題を主に扱
うことにする。
内モンゴル東部通遼市周辺のモンゴル人社会では、 近年、 モンゴル の伝統宗
教のシャマニズムが復活しつつある。現代ホルチン(Qorcin)の宗教文化は、シャ
マニズムに加えてチベット仏教、 また漠民族由来の儒教や道教も混ざりあって
1 比較的モンゴル人が多く住んでいるこの地域は、 歴史的にモンゴルのホルチン部族が遊牧
していた土地である。 今日ではその末裔たちをホルチン ・ モンゴル人という。 モンゴル語の
意味として、「ホル」とは弓矢をいれる器具のことで、〈ホルチン〉といえば、 弓矢を専門に
扱う人々という意味である。 チンギス ・ ハー ンの弟ハブトハサルとその子孫が、 矢を射るこ
とが得意だったことから、 彼とその子孫が率いる人々がホルチンという名前をつけられ、 次
第にホルチン部族となったという。 そしてホルチン部族の遊牧していた地域は、 大体現在の
内モンゴル自治区通遼市と興安盟を含めた地域が次第にホルチン地域となった。 本論では、
この地域におけるモンゴル人のことを〈ホルチン ・ モンゴル人〉と呼び、 また現代もこの地
方に典型的に残っているシャマニズムを〈ホルチン地方におけるモンゴル ・ シャマニズム〉
と呼ぶことにする。
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非常にわかりにくい状況にある。 この地域におけるシャマニズムはチベット仏
教と区別されながらも共存関係にあったが、 歴史的に見ても衰退している状況
にある。 さらに文化大革命の影響や科学合理主義的思想の普及というダメ ー ジ
も受けた。 しかしこの地においては、 現在、 シャマニズムが現代文明と共存す
る形で復活している。 これに関して、 著者は2004年から2006年のあいだ、 3回
にわたってホルチン ・ シャマンの調査を行った。 このほか2009年から2016年ま
でのあいだにも何回かにわたって、 多数のシャマンに対して現地調査を行っ
だ。
こうした復活するシャマニズム、 即ち、 1980年代後半に中国の改革開放路線
とともに復活し、 チベット仏教的要素、 または漠民族の民間信仰などを取り入
れ、 シンクレティズム的になりつつあるシャマニズムを、「歴史的シャマニズ
ム」 3と比較して考察したい。
いまのホルチン地方のモンゴル ・ シャマンたちはよく、 自分は黒方シャマン
だ、 あるいは自分は白方シャマンだと主張する。 しかし彼らの行う各種シャマ
ン儀礼や祭祀などの様子から窺い知ることができるのは、 現在のホルチン地方
の黒方シャマン、 白方シャマン、 黄方シャマンなどを、 決して共産主義革命前
のシャマンたちと同等なものとみてはならないという点であろう。 そこで問題
となるのが現代モンゴル ・ シャマンたちはいったい何れの種類のシャマンに類
別されるかという点である。 こうした動向の背景には、 これまでいわれてきた
黒方シャマン、 あるいは白方シャマンに対する概念的枠組み自体に変化がおき
ていることが推察される。
2. シャマニズムの研究
従来、 研究者たちによってシャマニズムに対する様々な定義がなされてきた。
2 筆者が直接現地調査したシャマンたちの各種儀礼における具体的プロセスなどについては
Bao long'MongGol Shamanism- un UngGeregsen Ba Odo-Qorcin-nu Bidal'内 蒙 古人 民出版社
2011と包龍「内蒙古師範大学学報」2013年1期を参照されたい。
3 この地域は、 1947年の秋に、 八路軍（現在の人民解放軍）の支配下に入ることによって、
土地改革などの共産主義革命が始まる。 実は、 ホルチン地方におけるモンゴル ・ シャマニズ
ムは、 このときから禁止の対象となったのである。
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1950年代の初めエリアー デ(Eliade)は、 トランスを通じたシャマンの脱魂こ
そシャマニズムの特質であると定義した［エリアー デ， 1974, 6]。 脱魂とはト
ランス中のシャマンの霊魂がその肉体を離脱して、 天界上昇しあるいは下降し
て地下界に行き神々や精霊たちと交流を行い、 情報を得るということである。
しかし1950年代後半にハ ー パ(E.B.Harper)によって、 憑依型重視説が提出
される[Harper, 1957, 263.]。 さらに1970年代では、 ルイス(Lewes)によって
両型共存説が唱えられる[M ・ ルイス， 1985]。 同じく1970年代には、 ブー ル
ギニョン(Bourguignon)によって、「狩猟 ・ 採取」などの単純な社会から複雑
な社会に移る段階で脱魂型から憑依型に変化するとの指摘も出されている
[Bourguignon, 1977, 200]。
1970年代以後、 日本のシャマニズム研究も更に盛んに行われるようになって
いる。 佐々木宏幹は 『シャー マニズムの人類学』の中で、 ルイスの定義を参考
にシャマンあるいはシャマニズムを定義した［佐々木宏幹， 1984, 10-11]。 桜
井徳太郎は『東アジアの民俗と宗教」において、 日本あるいは朝鮮におけるシャ
マニズムの諸形態を取り上げ、 その中の間題点や課題などを立証し、 説明を
行った［桜井徳太郎， 1987]。
こうした動向に対してモンゴル ・ シャマニズムの研究状況を見ると、 何とし
ても最初に挙げられるのは、 ロシアに居住するブリヤ ー ト ・ モンゴル人のドル
ジ ・ バンザロフによる 『黒教或は蒙古人によるシャマン教』という著作である。
本書では、 シャマニズムを何れかの宗教の流れではなく、 また単なる呪術の表
れでもなく、 それはそこにいる人々の自然万物に対する説明であると解釈した
［バンザロフ， 1940]。
中国内モンゴルを対象とした研究では、 ボン大学教授のW ・ ハイシッヒが
1940年代ころ極東の内モンゴルに来てモンゴル ・ シャマニズムの資料を集め、
その後『モンゴルの宗教』を著した［ハイシッヒ， 1998]。20世紀50年代以後
モンゴル国でのシャマニズム研究も大きな成果を得た。 その例としてはS ・ バ
ドマハダンなどの研究を挙げることができる[S ・ バドマハダン， 2011]。
モンゴル国で最近出版されたものの中で体系的な研究は、 0 ・ フルブの 『モ
-3-
ンゴル ・ シャマン教』である［フルブ，2006]。また日本人研究者島村 一平によっ
て著された、 今のモンゴル国でシャマニズムが復活し、 シャマンの数が増えて
いる問題を対象とした研究についての書物『増殖するシャマン』 がある ［島村，
2012]。
1947年には内モンゴル自治政府が成立し、 その後中華人民共和国の支配下に
組み込まれるとともにシャマニズムは禁止の対象となった。更に1966年に始ま
る文革などの影響で、 ほぼ40年近くシャマンの活動とシャマニズム研究が途絶
えることになるが、 改革開放後の1980年代以後になるとまた復活するのである。
1980年代の初めころ、 内モンゴル師範大学教授のマンサンは若い学生たちを連
れてホルチン地方を訪れ、20人以上のシャマンを訪問し、 一千行以上の巫歌を
記録することに成功するのである。その後学生たちによって集められたものと
合わせると、 何千行にもなったという。こうしたことでマンサンの『蒙古薩満』
（モンゴル ・ シャマン）という著書は、 現在のモンゴル ・ シャマニズム研究に
欠かせない資料となっている[Mansang, 1990]。1980年代の後半から1990年代
にかけてフレルシャをはじめとする何人かの研究者が協力して資料を集め、 編
著したのが『科爾泌薩満教研究』（ホルチンのシャマニズム研究）である。本
書では、 まずホルチンの歴史や文化、 そしてホルチンにおけるモンゴル ・ シャ
マニズムの歴史と種類、 信仰の対象とそれらにおける祭祀、 病気治療や伝説、
多面的芸術、 シャマンの服装や道具などが詳しく説明されている[Qtirelsa,
1998]。
3. ホルチンにおけるモンゴル ・ シャマンの類別
ホルチン地方におけるモンゴル ・ シャマンの類別と呼称についてシャマンや
民衆のあいだでよく言われる説がある。以下そうした説に基づいた類別や呼称
を取り上げ、 また説明を行いたい。ホルチンのシャマンの呼称には、 男性名詞
と女性名詞があり、 さらに職業によっても分けられ、 仏教寄りか非仏教寄りか
によっても分けられ、 また、 枇襲か、 非世襲かによって分けられることもある。
中には、 脅威を与えたり呪いをかけたりするかどうかで分ける説もあり、 具体
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的には以下の通りである。
① 男女別に呼び名をつけ分ける場合、 男性シャマンをボー(boge)と呼び、
女性シャマンをイトガン(yitoGan)と呼んでいる。 地方によっては、 イ
トガンのことをオドガン(odoGan)と言うこともある。
② 職業によって分ける場合、 基本的に祭祀だけを行うシャマンのことをホ
ンドン(qondtin)と呼び、 助産を行う女性シャマンのことをオドガン ・ ボ ー
と言い、 整骨を行うシャマンのことをヤスベリヤチ ・ ボ ー(yasu bari 
y aci boge)と呼ぶなど専門によって分けて呼んでいる。 また専門はなく、
祭祀や病気治療、 占いなどが総合的にできるボーもいる。
③ チベット仏教と全く融合せず、 完全にモンゴル ・ シャマニズムの「伝統」
を守ってきたとされる黒方シャマンと、 ある程度チベット仏教を受け入れ
てきたとされる白方シャマン、 そしてチベット仏教の中から派生した寺院
方シャマンの黄方シャマンがいるという説がある。
④ 惟襲か非世襲かによって、 オドムイン ・ ボー(odtim-unboge)とトー ム
ル ・ ボ (ーtoGomal boge)の二種類に分けることができる。 オドムイン ・ ボー
とは世襲シャマンのことを言い、 トー ムル ・ ボーは非世襲シャマンのこと
を言う。
⑤ 脅威を与えたり呪いをかけたりするかどうかで分ける説によると、 他人
に脅威を与えたり呪いをかけたりすることを主な仕事とするといわれる黒
方シャマンと仏や善行の神々に拝み人々を助けることを主業とするといわ
れる白方シャマンの二種類に分けられるといわれるが、 これはホルチン民
衆の中で主流とされる説であり、 真偽のほどはわからないものである。
ボ ー
ボー (boge)というモンゴル語は、 シャマン全体を指す総称である。 ホルチ
ンでは、 一般的にシャマンの職種名の後ろに「ボー 」が付くものと付かないも
のの二種類がある。 ここでは後ろに「ボー 」が付く、 狭義のシャマンのことを
先に合わせて紹介し、 その後に「ボー 」が付かない、 知名度と伝統を持つ職種
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名のシャマンの種類を個別に紹介する。
シャマンは従事する仕事によって細かく分類される。 例えば整骨専門のシャ
マンのことを「ヤスベラチ ・ ボ ー 」と呼び、 女性の恋愛の不適切から罹る精神
的病い「アンダイ病」(andai)の治療に携わるシャマンは「アンダイ ・ ボ ー 」
(andai boge)と呼ばれ、 また助産師シャマンのことを「デムチ ・ ボー」(demci
boge)と呼んでいる。 この他に、 占いや悪祓いなども、 合わせて出来るシャマ
ンもいれば、 占いや悪霊祓いしか出来ないシャマンもいる。 女性シャマンのこ
とを「イトガン ・ ボ ー 」と呼ぶが、 これはシャマンに限らず女性であればすべ
て「イトガン ・ ボ ー 」と呼べるのである。
非世襲シャマンのことを「トームル ・ ボ ー」ともいう。 何かの神霊に憑かれ
た人が、 それを自分に受け入れることによってトームルとなる。 トー ムルとは
「好まれた」という意味のモンゴル語である。 病気や悪夢などを他のシャマン
に相談した際にシャマンから何かの神霊が、 本人或いはその肉親を「好んで」
力を及ぼしているとの説明を受け、 さらにシャマンになること勧められてシャ
マンとなった人のことを「トームル ・ ボ ー 」という。「トームル ・ ボ ー 」は祭
祀を担当することができないため、 病気治療や悪払いなどをするのが一般的で
ある。 このトームルのことを「バ ー リ ・ ボ ー 」と言う人もいるが、 これは差別
用語になると思う。 バ ー リとは中国語の「半児」という言葉からきたと言われ、
まともではなく中途半端な状態を意味する。
この他に有名なシャマンが少年を弟子として受け入れ、 師弟関係を結ぶとい
う事例もあるが、 ほとんど類をみない例外的なこととされている。
ホンドン
ホンドンとは天の親戚だと言われる人物で、 何れも巫術の高いシャマンであ
るとされる。 彼らは祭天、 祭雷、 そしてジャチ (jayaGaci)祭祀（ジャチとい
う牧畜の神を祭る祭祀）などの重大な祭祀を担当する力を持つとされるシャマ
ンである。 近 ・ 現代のシャマンの中にあって、 最も原始的シャマニズムの色彩
を色濃く引き継ぐものであるとされるが、 今日においては、 生活スタイルが部
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族単位から家族単位へ変化して来たことに伴い、 もはや希な存在となっている。
『元朝秘史』の244、 272節の出来事や他の歴史書物などからもうかがえるよ
うに、 かつてのモンゴル社会では、 社会において中心的な位置を占める人物が
こうしたホンドンを務めたのであろう［小沢重男， 1997]。 しかしその後、 北
元時代における部族の再編成、 そして清朝期においては、 同 一部族の中であっ
ても7500人の兵士を出せる地域ごとを、 ホショウ(qosiGo)という政治単位の
もとに組み込んで、 ホシュウ制度を導入することによって部族集団の力を分解
させた［宮脇淳子，2002]。さらに現在、 漢民族移民が大量に流入することによっ
て民族の多様化が進み、 また、 グロ ー バル化などによって、 集団社会が崩壊し、
家族単位での生活が中心になるにつれ、 ホンドンの社会的地位が徐々に失われ
たと考えられる。
ホンドン包仙（没）とホンドン ・ ロ ー レ(Loorei, 没）の前世シャマンは、
雷や雨を呼ぶ技術を持っていたと言われている[Qiirelsa, 1998 , 397]。 ホンド
ンは、 世襲であることもその特徴である。 一族またはその家系ごとに、 世代を
超えてその地位が継承され、 祭祀を担当してきた。 祭祀の担当はホンドンの重
要な仕事であるとされている。
エリアー デは、 北アジア、 中央アジアにおける最も古典的シャマニズムは脱
魂型であるという［エリアー デ， 1974, 6]。 筆者は2004年の現地調査でホンド
ンと自称するシャマンR氏と出会った。 この北アジアに住む最も伝統的なモ
ンゴル ・ シャマンホンドンは、 ホンドンの霊魂が飛翔する空間が刻まれている
という 一枚の古い銅銭のような円形の金属製
品（写真1)を持っている。 R氏自身の説明
によると、 トランス中のホンドンの霊魂はい
くら飛んでもこの銅銭に描かれている世界よ
り遠くへは行かないという。 つまり、 ホンド
ンの霊魂は他界へと飛んでいることを意味し、
脱魂型であるかのような説明を行っている。
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写真1 シャマンR氏の飛翔空間が
描かれているという金属片
ライチン
ライチン (Leecing) とはチベット仏教のモンゴル伝播によって誕生した、
チベット仏教と融合したシャマンの一種である。 トランスにおいて主にチベッ
ト仏教の仏である「ダムチン ・ チョイジョン」(damcin coijung) をオングド（神
霊）として迎え、 チベット仏教の経文を読む場合もある。 ライチンは、 一般的
に、 ボー と同様、 一種の病気を患うものとされ、 病気を治すためシャマンに成
るが良いと他のシャマンなどに告げられ、 成るものとされる。
民間では、 ライチンという言葉を中国語の「頼吃」（躙し、 ごまかして食べ
ている）からきた言業だと言う人もいる。 つまりライチンは伝統シャマンでな
く、 ラマ僧でもないことから、 当時の人々には受け入れ難い宗教的職能者で
あったことが窺われる。
しかしニマーによると「ライチンとは、チベットのラサ市北西にあるネーチュ
ン寺院に由来する」 という[Nima, 1999, 221]。 本来ホルチン方言でもライチ
ンのことを「ネ」ではなくレ ー チュン(Leecen)と言うのが一般的である。 ネー
チュン寺院とは、 ニンマ派の寺院で、 ダライラマがいるゲルク派とも良好な関
係にあったといわれている。 もともとこの寺院にいた転生ラマのネーチュンク
テンパとは一種のシャマンであったとされる。「ネ ー チュンクテンパは国家神
託官ともいわれるほどダライラマ政権には重要視されていた」 という［永橋和
友佳， 1999, 144-145]。
チベット仏教ニンマ派の歴史はゲルク派よりも遥かに長いことで知られてい
る。 これがチベットの暗黒時代ともいわれる9世紀ころに宗教的結束力が弱ま
り、 聖と俗のあいだのものに成り変ったことで、 シャマニ ズムを取り入れたの
ではないかと考えられる。 その後、 チベット文化のモンゴル流入に伴ってホル
チンに入ってきたのではないかとも思う。
ライチンは巫術を行うとき、 古代将軍服を着て頭には五仏冠という冠を被る
者もいる。 使う道具は刀とシンバルで、 このシンバルもラマ僧の使うものと同
じである。 そして巫術を行うときはモンゴル伝統シャマンのような動き回る踊
りはしないのが特徴である。
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グルタム
グルタム(gurtam)もライチンと同じく仏教とシャマニズムの双方の特徴を
持つ一種のシャマンである。グルタムの特徴は、その家柄が世襲シャマンであっ
たにも関わらず、 本人がラマ僧になるという点にある。 つまりシャマニズムの
世襲神霊が、 ラマ僧に力を及ぼしていることによるものだとされる。
仕事は病気治療、 悪霊祓いなどである。 グルタムの病気治療には撫でる、 鍼
灸術を施す、 紙や布に呪文を書いたものを焼き、 その灰を患者に飲ませるなど
がある。 また人間や家畜が大量に死んだ年や農業が不作となった場合は、 台を
作ってその上にグルタムが剣を持って踊り、 その年の禍を追い祓うという。
上述したホルチン地方におけるモンゴル ・ シャマンの類別と呼称、 そして現
在の状況などを便宜的に以下（表1)のようにまとめた。
表1
三シャマンの状況 動物神霊ホンドン ボ ー ライチン グルタム を持つ新種シ ャマン
漢族の宗教信仰 受けていな やや受けて やや受けて やや受けて 強く受けて
の影響 し‘ いる いる いる いる
伝統・非伝統 伝統的 伝統的 非伝統的 非伝統的 非伝統的
チベット仏教の 受けていな やや受けて 強く受けて 強く受けて 受けている
影響 し‘ いる いる いる
現在状況 分からない いる 似たような 似たような いる
ものはいる ものはいる
主な仕事 天祭 ・祭祀 ・治病 ・治病 ・治病
ジャチ祭な ・治病 ・悪祓い • 悪祓い • 悪祓い
・悪祓い • 占い • 占い • 占い
• 占い
世襲・非世襲 世襲 世襲と非世 世襲と非世 非世襲 世襲と非枇
襲を含む 襲を含む 襲を含む
黒方・白方 黒方と白方 黒方と白方 黄方 黄方 非伝統方
脱魂・憑依 基本的に脱 憑依と脱魂 憑依 憑依 憑依
魂
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4. 黒方シャマン ・ 白方シャマン ・ 黄方シャマンの状況と研究
現代ホルチンの人々は、 シャマンを黒方、 白方、 黄方の三種に分けている。
黄方のシャマンとは、 ライチンやグルタムといったチベット仏教と融合的寺院
型シャマンたちを合わせてチベット仏教黄帽派（ゲルク派）の象徴的な色であ
る、 黄色と関連させて「黄方」のシャマンだと言ったものだと考えられる。 こ
のようにホルチン地方におけるモンゴル ・ シャマンは、 すべて黒方シャマン ・
白方シャマン ・ 黄方シャマンの何れかのグルー プに属するものとされる。
バンザロフの著書の『黒教あるいは蒙古人におけるシャマン教』という命名
には、 当時のモンゴル人の一般的な見解が取り入れられているようである。 彼
は「蒙古人は仏教を摂取した後は、 これ（シャマニズム）を黒教と名付けた。
即ち野卑で低俗な宗教という意義であって、 仏教を黄教と名付けたのに対して
の名称であろう」と述べている［バンザロフ， 1940, 5]。
つ まりモンゴルの人々が全体的にチベット仏教の黄帽派（ゲルク派）を信仰
したことによって、 象徴的な色、 黄色がその宗教の代名詞となり人々に伝わっ
たことと対照的に、 モンゴル人が古来から信仰していたシャマニズムは、 モン
ゴル人自身にも黒教と理解されるようになった。 こうしたことで間接的に読み
取れることは、 モンゴルの人々には、 善悪の区分を何かの色に象徴させて呼ぶ
習俗があるということである。 しかしバンザロフのこの論文では、 黒方シャマ
ンや白方シャマンに関する情報は一貫して見出されない。
このあと約40年後に報告されたアガピトフとハンガロフの記録では、 ブリ
ヤ ー トのシャマンが善神に拝むか悪神に拝むかという点で二つ のグルー プに分
かれるという。
「白いシャマン」（サガーニー ・ ブ ー ）は善神を拝み人間に決して悪事を
はたらくことなく、 反対に人間に幸福と祝福をもたらすような神々に祈
ることによって人間を助ける。 一方「黒いシャマン」（カライン ・ ブ）
は人間に災悪のみをもたらし悪霊に祈って、 専ら悪神のみ、 つ まり東の
テンゲリ、 東の諸候、 オリホン島の主、 エルレン ・ カン（黒い馬の主）
に供物を捧げる[Agapitov, N.N and Khangalov, M.N, 1883, 44]。
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ウノ ・ ハルヴァは、 アガピトフとハンガロフの記録に基づき、 シベリアまた
はアルタイ諸族にもこうして白方シャマンと黒方シャマンに分ける場合がある
が、 あまり普遍的ではないと指摘しながら、 ブリヤ ー トのシャマニズムでは、
シャマンをはっきり白と黒に分けていることを記し、 黒方シャマンと白方シャ
マンは、 本来どのような原点や質を持つシャマンであるかについて以下のよう
な見解を示している。
この黒方シャマンが単に悪行をなすだけのものであれば、 なぜ特別の服装
をあてがい、 葬儀を行ってやるかは謎である。 その行為に対する評価もま
た、 明らかに後代の世界観の影響を受けている。 この問題を、 様々な比較
材料を用い、 より大きな背景のもとで吟味してみると、 ブリヤ ー ト人の場
合、 ほかならぬ黒方シャマンのほうがむしろ、 我々がラップについて知っ
ているような、 最も本源的なシャマンを代表していたように思えるのであ
る［ウノ ・ ハルヴァ， 1971, 435-436]。
島村は、 ブリヤ ー トの白方シャマンと黒方シャマンの近現代における変化に
ついて以下のようにまとめている。
現代のモンゴル ・ ブリヤ ー トもシャマンに「白」「黒」の区別が存在する
点で他の地域に比べて特徴的である。 ただし、 十九世紀のシャマンに関す
る記録に現れる白＝善、 黒＝悪、 あるいは白＝貴族、 黒＝庶民といった善
悪二元論や封建社会による機能分化とは異なる。 また、 白シャマンは仏教
と融合したシャマンとして認識されているが、 単なる仏教シャマンではな
い、 病気治療に特化したシャマンとなっている［島村， 2011, 153]。
つまり、 彼らの間では黒シャマンと白シャマンの区分が、 善悪や社会階級
の違いではなく、 シャマニズム的シャマンと仏教的シャマンという区分で
認識されているのである［島村， 2011, 155]。
以上は、 ロシアやモンゴル国におけるブリヤ ー ト ・ エスニックのシャマニズ
ムを対象にした研究情報である。 この中で、 島村の研究は、 ポスト社会主義後
のモンゴル ・ ブリヤ ー トの専門研究であるが、 アガピトフとハンガロフの記録
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は、 ブリヤ ー ト人の一部がまだモンゴル国や中国に移住する前
4の記録である
ため、 全体を当てはめたものと考えられる。
フルブはシャマンの信仰する神々や神霊の性格がそのシャマンが「黒方」、「白
方」のどちらであるかに直接関係しているとみて以下のように述べている。
大地や水の神々を「大人しい」 ・ 「狂猛」 と分けて考えるシャマンたちが、「狂
猛」 すべてを「黒のテンゲル（天）」(qara Tegri)たちとみて信仰した。
… （中略） …シャマニズムの「黒テンゲルたち」 は、 人々をすべての危険
や敵から救出し、 恨まれるなどの、 危険にさらされた場合には、 真っ向か
ら抗争していくような勇敢な神々である。 黒テンゲルを信仰し、 黒テンゲ
ルの力を基としたシャマンのオングド＼黒オングドとされた。 そして黒
テンゲルと黒オングド、 およびこれらのいる方向を信仰するシャマンが黒
方シャマンとなった。 黒方シャマンは、 部族、 氏族社会において、 その部
族や氏族の黒テンゲルや黒スルダン(sulden旗印のようなもの） を祭った
…（中略） … 国家を作った後は、 軍の旗印となる黒スルダンを祭った
[O.Furbu, 2006, 12]。
モンゴル ・ シャマニズムの勇敢さの代表となり、 厳格なルー ルを守ってい
く黒方シャマンと対照的に宗教の慈悲深さを示した白方シャマンたちがい
る。 … （中略） …白方シャマンは、 大人しい神々を信仰し、 西方に向かっ
て祈る[O.Furbu, 2006, 12]。
モンゴル ・ シャマニズムは、 チベット仏教の伝播を阻止しようと抗争した
ができず、 逆に自らが変容をせまられ、 元来の白方 ・ 黒方を含む普くシャ
4 元来ブリヤ ー ド人はシベリアのバイガル湖周辺地域に居住してきた。16世紀にシベリア進
出した、 ロシア人と抗争した結果、 ロシア帝国の支配下に入った。17世紀後半以後モンゴル
系諸集団のほとんどが、 清朝に帰属したに対してブリヤ ー ドは、 ロシアに帰属した。 その後、
ロシア人入植者によって、 ブリヤ ー ド人居住地域の牧草地が収奪され続けた。 そしてロシア
革命によって、 この地域が戦争の舞台となったため、 一部のブリヤ ー ド人がモンゴル国の東
方省あたり、 もう一部が今の中国内モンゴル自治区ハイラルあたりに移住し、 離散民族と
なった。 ロシアでは、 20世紀30年代までは、 ブリヤ ー ド・ モンゴルと称していたが、 その後
モンゴルという字が消された。
5 オングドとは、 基本的日本語の神霊と同じ意味であるが、 モンゴルでは、 神霊を偶像化し
たものもオングドという。
-12-
マンは、 黄方シャマンと黒方シャマンの2種類に分かれた。 この上モンゴ
ル地方に黄色の宗教（チベット仏教ゲルク派を指す）が伝播する前、 赤色
の宗教（チベット仏教ニンマ派を指す）の流入によって入ってきたラマ ・
シャマンのグルタムなどをいれると本質的には三種類に分かれたこととな
る。 白方シャマン、 黒方シャマンとは、 主に信仰する神々（白•黒の天神）
が違うことによる区別であって、 宗教的区別ではない。 …（中略）…シャ
マンが黄色と黒色になって分かれるとき白方シャマンと黒方シャマンの差
異が徐々になくなり、 それぞれ黒方シャマンと黄方シャマンに分かれた。
…（中略）…つまり、 黄方シャマンとは、 モンゴル ・ シャマニズムの基楚
と内容を失い仏教のある仏たちを神霊とするシャマンである[0.Furbu,
2006, 47-51]。
このフルブの研究は、 主にモンゴル国のシャマニズムを土台にし、 普くモン
ゴル ・ シャマニズムの研究状況を取り入れたものである。
マンサンは、 1980年代の初めにこの地方で土地改革革命が行われた1947年よ
り前にシャマンとなった何人かのホルチン地方におけるモンゴル ・ シャマンを
調査し、 記録を残している。 これによると、 シャマンになる際に、 各々が黒方、
白方の何れかをどのように選択するかについて、 以下のプロセスがあるという。
シャマンが九つの障害（イスン ・ ダバーyisun dabaG-a) 6を通り抜けるとこ
6 ダバー ・ ダブホとは、 一人前のシャマンになるための成巫儀礼であり、 幾つかの障害を、
儀礼を受けるシャマンが、 乗り越える過程である。 この儀礼は乗り越えるダバー（障害物）
の数によって、 シャマンの能力が決められる。 ダバー（障害物） の数は多くて九つを超えて
はならない。 ホルチンでは一般的に、 九つをすべて通ったイスン ・ ダバン ・ ボー 或いは二つ
を通ったホー ス ・ ダバン ・ ボー がいる。 この他、 三つ、 七つを乗り越える場合もある。 ここ
で基本的に行われていた二つのダバーと九つのダバーの障害物を列挙すると以下の通りであ
る。 二つのダバーの場合は、 九つのダバー に入る障害物の中の刃物のダバーと鋤のダバーを
選んで二つのダバーとする。 1. 刃物のダバー （イルイン ・ ダバー）：草きり用の長い刀の
刃を上向きにして、 梯子にひもで結び、 その上を歩き渡る。 このとき刀の数は九であるとさ
れるが、 それより少ない場合もある。 2. 鋤のダバー（ホシュン ・ ダバー）：九つの鋤起こ
し用の鋤を、 真っ赤になるまで火に入れる。 そしてこの鋤の上を裸足で踏む。 3. シフハの
ダバー （シブハイン ・ ダバー）：シフハと呼ばれる3mぐらいある二つの柳の棒が準備される。
その両端を2人のシャマンが持ち、 様々な持ち方をしながらシフハの間を潜る（九回繰り返
す）。 4. 槍のダバー （ジダイン ・ ダバー）：九つの槍の先を上向きに固定し、 その上を踏み
渡る。 5. 針のダバー（シュルグルイン ・ ダバー）：針をフェルト（羊毛で作られた ・ ゲル
の壁などに用いる素材） に刺し、 固定してからその上を歩く（九回繰り返す）。 6. 通り貫
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ろに師匠シャマンが片手に刀を持ち、 片手に鞭を持って立ち、 すべての障害
を通ってきた弟子の口に片手の刀を噛ませ、 片手の鞭で弟子の腰を三回敲き、
「お前は黒方シャマンと白方シャマンのどちらを選ぶか」と聞く。 そして弟
子がどちらかを選択すると、 そこに敷かれている黒と白の五尺ほどの布の何
れかを選び歩き渡るのだという。 シャマンが何れかを選択することでその方
向のシャマンになるのだという[Mansang, 1990, 42]。
中国の改革開放後、 最も早い時期に革命による迫害を生き抜いたホルチン地
方におけるモンゴル ・ シャマニズムについて行ったフィ ー ルド調査報告書（当
時政治的配慮により出版されてないもの）、『ホルチンのシャマン芸術の初探』
というのがある。 この中で黒方シャマンと白方シャマンの分け方の民間での言
い伝えの主流が二種類紹介されている。
ー、 彼ら（民間の人々）の解説によると、 白方シャマンは、 名高い師匠シャ
マンに師事し、 九つの障害を通ったところで、 悪事をはたらかないことを
神に誓った者とされる。 これとは逆に、 九つの障害を乗り切れなかった者、
そして神に誓いを行ってない者と常に悪事をはたらいているシャマンのこ
とを黒方シャマンというのだという［資料23-25]。
二、 民間の別の説、 白方シャマンはラマ教 （チベット仏教のこと） に負け
たシャマン、 黒方とは、 ラマ教と徹底的に戦い続けているシャマンだとい
う。 こうしたことで白方シャマンは仏教を｛言じ、 逆に黒方シャマンは信じ
ないという。 シャマン條礼において、 白方シャマンは仏に祈る過程を設け
ているのに対し、 黒方シャマンはこうしたことをしない。 また儀礼のはじ
めに白方シャマンは、 西方に向かって祈りを捧げるのに対して、 黒方シャ
マンは東方に向かって祈るのだという。 なぜこうするのかということに対
して、 ホルチンのガンジュルジャブ ・ シャマン(Ganjorjab boge)は、「東
くダバー（ショルゴルイン ・ ダバー）：木で円形の輪を作り、 その輪の中に三つの刀を内向
きに固定し、 その輪の中を潜る（九回繰り返す） 7. 火のダバー（ガルイン ・ ダバー）：九
カ所に火を焚いて、それを裸足で踏みながら渡る。8. 鉄ごてのダバー（イルルイン ・ ダバー）
火に入れ真っ赤になった鉄ごてを九回祇める。 9. 油のダバー （トソン ・ ダバ ）ー：鍋で沸
かした油の中に金属のもの（鉄塊など）を入れ、 取らせる。
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方の神々を信仰するシャマンは黒方で、 西方の神々を倍仰するシャマンは
白方だ」という証言を事例として挙げている［資料23-25]。
フレルシャ等は、 シャマンの白方か黒方かについて行った聞き取り調査記録
をまとめた後にこのように述べている。
シャマンの叙述からも分かるように黒方シャマンは、 黒色を儒仰すること
を守ってきた宗教的職能者である。 白方と黒方の区分は、 モンゴル ・ シャ
マニズムの誕生と共にできたものである。 戦いと投降、 善と悪、 あるいは
能力の大小などを色で代替するようになったのは、 階級社会に入ってから
のことで、 特にラマ教（チベット仏教） がホルチンに伝播したあとのこと
である。
また本書よると、 モンゴルの伝統では、「五行」「五方向」 「五色」という、
五つの方向を五色、 五行になぞらえて言う習俗がある。 東の方向を青、 木
の域（黒と解釈することもできる）、 北の方向を黒、 水の域、 西の方向を白、
金の域、 南の方向を赤，火の域、 中央を黄、 土の域と区分する。 そして東
の四十四の天神7の名前を、 黒の域として名づけたものは多く、 同じく西
の五十五の天神を白の域として名づけたものが多い[Qiirelsa, 1998 , 222]。
これはおそらくモンゴル ・ シャマニズムを含めた昔のモンゴルの人々は、 太
陽が移動するにつれ日の色が変わることをその方角の色と併せて考えていたも
のと思われる。 太陽が南東から出たころは、 日の色が赤であったのが徐々に西
へ行くと白くなり、 北へ行くと青く見え、 東にあるとされる夜は黒に見えたこ
とから、 東方は黒、 西方は白と考えていたではないかと思われる。
しかしなぜ黒が悪を象徴し、 白が善を象徴するようになったかについては、
乳の白が純白で高貴を象徴するとする説など様々な説がある［鯉渕， 1992,
172]。 また、 このように、 ものごとの善悪を 「白」「黒」で分けるのは、 モン
ゴル人だけの習俗ではない。 例えば日本語でも 「ブラック企業」「やみ市場」「白
黒をはっきりさせよう」などの言葉があり、 こうした言葉は同じく中国語やモ
7 モンゴル ・ シャマニズムでは、 西に五十五の天神がいて、 東に四十四の天神がいると考え
られている。
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ンゴル語でも話される。 このように、「白」、「黒」を善悪の象徴としているの
はモンゴル人だけではなく、 少なくとも東北アジアの中では普遍的に考えられ
ているようである。 しかしながら、このこととモンゴル ・ シャマンの「白」、「黒」
の起源を直接的に結びつけることは難しいようである。
また上述したフルブの説には、 チンギス ・ ハ ー ンがモンゴル帝国を作った当
時、 勇敢な戦士たちの旗印である黒スルダンが黒方シャマンたちによって祭ら
れていたかのような記述があるが、 実際、 当時の政治や民俗のことを詳細に記
録した『元朝秘史』やラシー ドの『集史」などからみても、 黒方シャマンや黒
テングルの記録はないし、 そもそも天神を東西や善悪に分けた記録すらないの
である。 学説を立てることによってモンゴル帝国時代のモンゴル人に信仰され
ていた黒スルダンを、 後世に伝わる黒方シャマンと結びつけることを裏づける
ような歴史資料がないのが現状である。
チベット仏教がモンゴルに流入し、 主要宗教となるにつれ、 チベット仏教寄
りのシャマンは、 善者の象徴とされる白方のシャマンに成り代わった。 一方、
チベット仏教と徹底的に戦い続けるシャマンは、 なぜ常に人を呪っているかの
ような悪者イメー ジの黒方シャマンになったのだろうか。
1578年モンゴル ・ トメト部のアラタン ・ ハ ー ンがチベット仏教ゲルク派の僧
侶ソ ー ナムギャムツォと会い、 彼を〈ダライラマ〉と奉じた上、 チベット仏教
のモンゴル伝播を承諾した［嘉木楊凱朝， 2004, 244]。 このことがその始まり
であると考えられる。
ボインバトは、 モンゴルヘの仏教伝播を当時の中華帝国が、 モンゴルの軍事
力を弱めさせる絶好のチャンスとみて、 仏教の広まりを大々的に応援し、 モン
ゴル全士がほとんど強制的にチベット仏教に改宗された。 こうすることでモン
ゴル人の関心を現世から来世へ持って行き、 いたずらに善悪のことを教えるこ
とによってモンゴル人の軍事的性質を弱めさせたという[H·Boyinbatti, 1985, 
153-155]。
またボインバトは、 シャマニズムを禁じ、 仏教を奨励した政策の具体例を挙
げている。 シャマンのオングトを燃やし、 換わりに仏像を立てる。 ラマ僧から
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税を取ってはいけない、 またラマ僧を殴ったり、 殺めたりしてはならないとい
う法律を作っていた。 逆にシャマニズムに対して、 誰かがシャマンに儀礼を
行ってもらったら、 その回数で家畜を罰として取る [H·Boyinbatii, 1985 , 
153-155]。
シャマンの伝説などによるとチベット仏教の広がりを阻止しようと闘った
シャマンの事例も数多く残っている。
シャマンたちが相談した。 この西から一 人のラマ僧がくることになってい
る。 彼が来ると我々の居場所がなくなるため、 来たとしても協力的もしく
は融和的な雰囲気になってはいけないと話し合ったという[Qiirelsa, 1998 ,
45]。
またシャマンとラマ僧の巫術比べの伝説も沢山生まれた。 ネイチトイン
(Naicitoin戸がいまの赤峰市オンニュ ー ト（内モンゴル赤峰市翁牛特旗）旗あ
たりに くると、 ホルチン地方におけ るシャマンの先祖とされるホブグテ
(qoboGtai)・シャマゾが、 巫術比べを行ったという伝説があるという[Qiirelsa、
1998, 47]。
またチベット仏教との相克がいまのモンゴル国あたりでどのように行われた
かについての考察もある。 1、 シャマンが自然から授かった呪術力でラマ僧た
ちと戦っていた。 これに関する伝説はモンゴル国でも沢山残り、 しかも最終的
にシャマンが勝つものもよくあるようである。 2、 チベット仏教が宣伝する三
宝（仏・経文・ ラマ僧）をシャマンのド ー ダルガ（祈祷詩）に入れて罵倒した。
これはモンゴルのフブスク ー ルあたりの世襲シャマンが何代にも渡り行ってい
たという。 3、 一般的チベット仏教では罪とされることをラマ僧たちに故意に
8 ネイチトイン(1557-1653)はトルゴット ・ モンゴルのアヨ ー シ ・ハンの叔父メルゲンテ
バナの息子である。 彼は王位に着く身分であるにも関らずラマ僧となり、 バンチェン ・ ラマ
の「あなたの命運は東方にある」 という言い分に従って、 東部モンゴルに仏教を布教した
人物である。
9 ホルチン地方のシャマニズムの教祖のような存在で、 チベット仏教と徹底して戦っていた
という伝説はホルチンの各地にある。 色音「色音、 2002·83頁」によると、 ホブグテはホル
チン ・ シャマンの先祖とみなされ、 チンギスハー ン時代のホルチ（黙児赤）シャマンの末裔
だと考えられているという。
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させるか、 もしくはそのようなことをしたという噂を作る。 4、 シャマンがラ
マ僧に庶民の自由な生活を宣伝し、 その方向へ誘う。 例えば狩りに誘ったり、
商売に誘ったり、 男女関係の話題に誘うなどのラマ僧がやってはいけないこと
を唆すことである。 その、 仏教の経文などの聖なるものを、 シャマニズムでは
汚いとみる下着や靴などと一緒にするなどであったという[O.Furbu, 2006, 
44-47]。
今日においても我々の耳に、 宗教衝突と武力闘争のニュ ー スは、 侮日のよう
に入ってくる。 こうした中、 衝突や闘争に追い込まれた人々は、 お互い相手側
を非道徳で残酷に見せかけるような宣伝を行うこともしばしばである。 歴史上
のチベット仏教とモンゴル ・ シャマニズムの相克もこのようにお互いの良いイ
メ ー ジを払拭し、 悪のイメ ー ジをアップさせようという努力によるものである
と考えられる。
このチベット仏教とモンゴル ・ シャマニズムの相克の歴史をみても、 チベッ
ト仏教は、 当時モンゴルの上流階級の支持と外国（当時の中華帝国明王朝）の
支援を受けた。 さらに清朝時代は、 国の政策としてチベット仏教のモンゴル伝
播を支持した。 こうした圧倒的な力の差のもとでは、 上述したモンゴル ・ シャ
マンたちの相克活動は組織性があったにせよ、 あくまでも小規模で、 非常に弱
かったであろう。 しかし些細であれ抵抗を見せることでモンゴルの上流階級す
べてが仏教に傾倒し、 様々な形で仏教への優遇や保護対策をとっている中で、
自分たちの存在を知らせようとしたものと思われる。
しかし一般論からみても勝ったものに対して、 ささやかな抵抗でもするもの
は、 悪者にされるであろう。 モンゴル ・ シャマンたちが抵抗を見せたことがチ
ベットのラマ僧たちに極悪とみなされ、 そのことが徐々に庶民のあいだでも広
がり、 シャマンたちは人々のあいだで侮辱される対象となり、 黒のレッテルを
貼られたのであろう。
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5. ホルチン地方におけるモンゴル ・ シャマニズムの黒方シャマン ・ 白方シャ
マン ・ 黄方シャマンの変容
モンゴル宗教史において、 モンゴル ・ シャマニズムは、 チベット仏教の圧倒
的な影響により弾圧されてきた歴史がある。 その後20世紀におきた革命や政治
運動による弾圧を受け、 シャマンはほとんどその社会から排除されていた。 し
かし現在、 社会主義や共産主義革命が行われるときシャマンがいたところだけ
でなく、 シャマンいなかったところでもシャマニズムは復活している。 筆者の
長年の調査によると、 現在人口300万人弱といわれるモンゴル国にはおよそ
15000人のシャマンがいると言われ、 中国内モンゴル東部においても2000人ほ
どまで増えていることが推定される。 こうしたシャマンの増加は、 モンゴル国
においてポスト社会主義以後、 中国内モンゴルでは文化大革命後の現象である。
しかし両国に居住するモンゴル人の間でなぜ同様にシャマンが増えるのか、 こ
れは単なる偶然でしょうかなどの間題については、 今後の課題とする。
こうして復活したモンゴル ・ シャマニズムについて、 社会主義革命によって
断たれる（モンゴル国では約70年間、 中国内モンゴルでは約40年間）より前の
シャマニズムの変容に基づいて、 ホルチン地方におけるモンゴル ・ シャマニズ
ムの類別の変化を筆者の調査資料と他の研究者の資料とを合わせて考察したい。
2004年 9月12、 13、 の2日間は、 庫倫旗茫汗(Manghan)ソム(Som)の芭
汗にて、 シャマンN氏を訪問し、 19日と20日は、 ハルゴ(Hargii)・ ソムのソ
ブロガタイ(SobruGtai)村でシャマンR氏を訪ねた。
N氏は当時41歳、 再婚して3年目、 シャマンになってからまだ1年ぐらいだ
という。 当時、 彼はまだ修行中だった。 N氏は前述したグルタムのように、 チ
ベット仏教に融和的なシャマンであるため、 伝統シャマン ・ ボーのように踊り
や歌などは披露しない。 N氏に聞いたことによると、 彼の家は伝統ある世襲
シャマンの家柄であった。 そして彼本人はラマ僧であった曾祖父の生まれ変り
である（このことは彼自身が夢の中で彼の神霊に告げられて知ったという）た
め、 彼自身の魂はラマ僧であり、 神霊は彼の祖霊だという。 こうして彼は、 仏
教とシャマニズムとを兼ね備えた存在になったのだという。 前例から類推する
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と、70年以上前のホルチン地方のシャマンの一種グルタムと類似している。 彼
自身は自分がどの種類のシャマンか分からないという。 トランス中は、 彼も神
霊に支配され、何も覚えていないと言っていた。 またN氏はこの世を天界、
地上界、地下界（地獄）からなると考えている。
2004年9月当時、R氏自身は白方シャマンで、自分の年齢を80歳と言ってい
たことから、彼は1925年生まれ（モンゴルでは数え年を使う）であると思われ
る。 家柄は枇襲シャマン、ホンドンであるため、17歳で弟子入りし、 シャマン
になったという。 そして一人前にならない内に共産主義革命が起こり、 シャマ
ンを辞めざるを得ないようになったという。
上述のようにR氏のトランスのときの霊魂の往来に関する理解は自分を脱
魂型シャマンだと主張するかのようなものであった。 またR氏は、 人が死ん
だ後、霊魂は地獄で審判を受けるとの概念は持っていなかった。 彼いわくシャ
マンの霊魂は輪廻せずに子孫の一人をシャマンとして選び、 その人と交信する
という。
以下は、2004年10月22と23日にかけて黒方シャマンだと名のるT氏を訪問し、
T氏の左翼中旗ヨリンモド(yolii-inmodii, 要林毛都）・ソム(somii, 中国語の「郷」
にあたる行政単位）の自宅において行った調査である。
女性シャマンT氏の場合、 自分の病気と子供の死のことをシャマンS氏に
相談したところシャマンになれば治ると診断されたためシャマンになったとい
う。 T氏の家柄も世襲シャマンだったということで、あまり躊躇なく、 シャマ
ンになったという。 筆者が訪問した当時T氏はシャマンになって13年、45歳
であった。
トランス中のT氏（写真2)も神霊に支
配され、何も覚えていないという。 トランス
のときのT氏自身の霊魂は一 旦身体を抜け
るが、 終わると自然に戻るという。 またT
氏は宇宙を、天界、地上界、地下界（地獄）
三段階に分けて考えている。
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写真2 トランス中のシャマンT氏
2006年6月12·13日おいて、 左翼中旗ヨリンモド（要林毛都）・ ソムのタリ
ンアイル (tala-ina yil) 村に住んでいる、 自分は白方シャマンだという S 氏を
訪間した。
男性シャマンS氏はいま残っているシャマンたちの中でも珍しく革命(1947
年）より前にシャマン術を学んだもう一人の数少ない人物になっている。 彼は
1925年生まれで、 13歳のときにシャマンになることを決意し、 翌年から弟子入
りして21歳になるまで学んだという。S氏も身体が衰弱し、 気持ちも落ち込む
という病気を罹ったことでシャマンになったという。
s 氏は世襲シャマンで、 自分の先代のシャマンたちの名前も覚えている。 ト
ランス中の S 氏も神霊に支配されるのだという。 しかし彼の宇宙観は前述し
たものと少し異なり、 宇宙は天界と地上界からなり、 地下の惟界は水と水の神
ロス10がいると説明した。
2006年6月9日から11日にかけて左翼中旗のシャマンT氏を再び訪ねた。
本調査でシャマン T 氏の家に住み込みでシャマン修業を行っていた、 弟子の T
氏への調壺を行うこともできた。 弟子シャマン T 氏自身が自らの病気を治療
する修業の様子をみせてもらった。 当時 T 氏は長年悩まされた病気が、 よう
やくシャマンになれば治ると診断され、 シャマンになろうと頑張っていた時期
であった。 女性シャマン T 氏に弟子入りしてまだ四ヶ月だという。 女性シャ
マン T 氏によると、 病気の原因は、 男性シャマン T 氏の先祖にライチンがい
て、 そのライチンが彼（男性シャマンT氏）に憑いていることによるものだ
という。 見た目は極めて健康で、 話かけると相当な知識の持ち主であることも
窺えた。 彼もホルチンの人で、 今は他の大都市で高校の教師としての職をもっ
ているという。 彼の話からその四十年間の人生がとても波乱万丈であったこと
が分かる。 学生時代の彼は成績がよく、 とても優秀な青年だったという。80年
代中ごろ、 当時の中国ではまだ珍しく大学に進学することもできた。 卒業後都
市の高校に残って教師として勤めることになったという。
10 水の神をモンゴル語で「ロス」という。
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2012年8月23日筆者は、 フホホト市トクト県に住むシャマンC氏が行う天
祭儀礼の過程を調究し、 その後シャマン本人への聞き取りもおこなった。 C氏
のもとを探るとやはり、 内モンゴル東部のホルチン地方のモンゴル人だという。
彼は中国人民解放軍のフホホト駐屯部隊に入隊したため、 フホホトにやってき
たという。 その後彼は、 原因不明の病気を患い、 病院通いはしたが治らず、 悩
まされた末シャマンに相談したところ、 先祖たるシャマンのオングドが、 彼を
選んでシャマンになることを促していることによる病気だと告げられたため、
上述したシャマン S 氏に弟子入りし、 シャマンになったという。 彼も自分は
黒方シャマンだと言っている。
2001年 JY 氏は、 シャマン OL 氏に弟子入りしようとしたが、 JY のオング
ドは腱（イタチ）だったため、 シャマン OL に断られたという。 そして
2002年 JY 氏は、 オングドが夢で信託された通り、 シャマン DG 氏に弟子
入りしようとしたが、 DG は、 修行中であることを理由に又も断ったとい
゜
、つ
2006年の冬 JY が、 再び病気の発作を起こしたため、 シャマン S 氏（この
シャマンは上述した S 氏）に弟子入りし、 修行したところ、 半年も成ら
ないうちに、 新たに狐（キツネ）のオングドも入ってきたという。 この狐
オングドは、 病気治療と占いが得意であるため、 JY はその近所や親戚の
中で、 悩みごとの相談に応じる人気ものになったという［趙芙蓉， 2015,
56]。
これらのことから、 上記のシャマン7人自身が述べる類別の所属と伝統的な
モンゴル ・ シャマンの類別を量る基準とを比較する中で、 類似点と相違点をそ
れぞれ考察する。
シャマンN氏の場合、 N氏自身も自分は何方シャマンに類別されるか分か
らないという点で現代モンゴル ・ シャマンたちの状況を一番よく現していると
いえる。 只このシャマンの経歴と儀礼の様子から、 歴史的仏教寄りのシャマン、
グルタムに近いと考えられるためこのシャマンは、 仏教寄りの、 黄方シャマン
だといえる。
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シャマンR氏の場合、 最も伝統的なシャマンとされるホンドンの世襲を引
き継ぎながらも、 自分は白方シャマンだと名乗っている理由は、 この地方のモ
ンゴル ・ シャマニズムの伝統的且つ一般的な見解とは、 異なるのである。
シャマンS氏は、 世襲シャマン且つ伝統シャマンであるが、 もともとはラ
マ僧がおこなう治療儀礼であったグリム治療をアレンジして、S氏本人の治療
儀礼として扱っていたことと、 儀礼を行う前、 神々に祈る段階において、 仏に
祈る過程を設けていることなどから、S氏自身が言う白方シャマンであること
とは矛盾しないと考えられる。
女性シャマンT氏の場合も世襲シャマン且つ伝統シャマンである。 しかしT
氏は、S氏の弟子であり、S氏の様々な儀礼のやり方を受け継いで、 基本的に
同じことを行っているにもかかわらず、 自分は黒方シャマンだと名乗っている。
男性シャマンT氏の場合、 女性シャマンT氏の弟子で、 彼の先祖に仏教的
シャマン、「ライチン」がいて、 このライチンの神霊が憑いているという一種
のシャマンであった。 男性シャマンT氏は、 シンバルを鳴らしながら儀礼を
行う点で、 他の伝統シャマンと違ったようであるが、 女性シャマンT氏に
習ってシャマンの踊りや歌を披露していることにおいては、 伝統的ライチンと
も異なるのである。
シャマンS氏の弟子だという男性シャマンC氏も自分は、 黒方シャマンだ
と名乗っている。 しかしC氏も師匠シャマンS氏に習ってグリム治療をおこ
なっていることなどをみると、 チベット仏教と全く縁のないものとは言えない。
そしてシャマンJY氏の神霊は動物のイタチ（馳）やキツネ（狐）であり、
伝統的モンゴル ・ シャマニズムの神霊が基本的に祖先神霊（伝統的には動物霊
も助霊として来る場合もあるが、 イタチやキツネではない）であることと違っ
たために何回も弟子入りを断られたことは上述の通りである。 最終的には、 老
シャマンS氏に弟子入りし、 シャマンになったとはいえ、 どの種類のシャマ
ンに類別されるかは、 分からないものとなっている。 これはおそらく今日の多
民族的ホルチンの状況からみて、 漢族の民間信仰に由来するものと思われる。
こうしてみると上述したシャマンたち自身が言うそれぞれが属する類別（筆
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者の質問にシャマン自身が答えた種類別のこと）と伝統的に言われてきた種類
別の枠組みとの間に相違点が生じる。 この中で、 伝統的且つ懺襲シャマンの S
氏、 女性シャマン T 氏、 C 氏の場合、 お互い師弟関係にあるため、 本人たち
が言う白方や黒方とは別に儀礼におけるやり方が、 基本的に同じことがその特
徴といえる。
そしてシャマン R 氏の場合、 本人は白方シャマンと言っているが、この「白」
「黒」はともかくとして、 彼は伝統シャマンのホンドンである上、 天を祭る儀
礼においてもほぼ革命(1947年）前の儀礼と同様に行っていたため、 すくなく
とも伝統的シャマンであることに違いない。
またシャマンN氏と男性シャマンT氏の場合は、 チベット仏教がモンゴル
伝播後に誕生した非伝統的シャマン、「グルタム」や「ライチン」から派生し
たものだとはいえ、 こういったチベット仏教と融合的シャマンの系統に入るも
のといえる。
ただシャマン JY 氏のような、 モンゴル ・ シャマニズムと融合した新しいシャ
マンが登場した背景には、 モンゴル地方にモンゴル人の何倍もの漢人が流入し
たことによって、 モンゴル人自身が漠族の信仰や宗教に影響されたということ
がある。 それにしてもこうしたシャマンは、 やはり歴史が浅いことで、 そこに
いるモンゴル人社会では理解し難いものになっているようである。 この点につ
いて、 赤松智城と秋菓隆はこのような調壺を残している。 旧満1-M国の王爺廟軍
官学校にいるモンゴル人学生たちの中で、 ハラチン地方からのモンゴル人青年
64人とホルチン地方のモンゴル人青年64人に対して、 道教の神の名前を挙げて
もらっている。 ハラチン地方の学生の中で、「関帝」を挙げたのは22人、「娘娘
神」を挙げたのはたったの3人、「胡三」（キツネ信仰のことを指す）を挙げた
人は0人だった。 そしてホルチン地方からの学生の中では、「関帝」を挙げた
のは10人、「娘娘神」と「胡三」を挙げた人は、 それぞれ0人だったという［赤
松， 秋葉， 1996 [1941] : 309-311]。 つまり今から80年ほど前のホルチンでは、
こうしたイタチやキツネを神霊として扱う習俗はなかったことを意味するので
ある。
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6. 結語
何百年もにわたるチベット仏教の強い影響、 そして今日における漢族的宗教
の襲来によってホルチン地方におけるモンゴル ・ シャマニズムは変化しつつあ
る。 こうした中、 歴史的黒方シャマンと白方シャマンは古い伝統を守れなくな
り、 ある程度残ったものの中から派生したものが現在の黒方シャマンと白方
シャマンであろう。
自分は黒方シャマンだ、 あるいは白方シャマンだと主張することが伝統的な
シャマンを守るという考えにつながっており、 それが本来の正統的な伝統的黒
方シャマンと白方シャマンに等しいものかどうかは判断し難いものである。 ま
して現在の黒方シャマンと白方シャマンのシャマン儀礼の過程においては、
やっていることが基本的に同じようにみえる。 こうした現状から、 現在の黒方
シャマンと白方シャマンは、 変遷統一化し、 一つの伝統シャマンに変わってい
るものと考えられる。
そしてチベット仏教のモンゴル伝播後に誕生した「グルタム」や「ライチン」
から派生した一見ライチンやグルタムのような仏教に近いシャマン、 いわゆる
黄方シャマンたちは、 非伝統的シャマンの一種となった。 さらに上記したシャ
マンJYのような漢族の宗教信仰の影響下で誕生した動物を神霊とするモンゴ
ル ・ シャマンもまた非伝統的シャマンの一種だと考えられる。
以上をまとめると、 ホルチン地方におけるモンゴル ・ シャマン各種の中で、
白方シャマンと黒方シャマンは、 伝統シャマンヘと入れ替わった。 この他、 黄
方シャマンと新種シャマンたちは、 非伝統的シャマンとして併存しているので
ある。
本論は、中国の国家哲学社会学西部項日(17XMZ003)の援助を受けた
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On changes in Mongolian shaman typology 
The transformation of Modern Shamanism in Qorcin region -―
Bao long 
Shamanism, Mongolian traditional religion, is being revived recently among 
Mongolian population of Tong Liaocity area (Eastern part of Inner Mongolia). 
Religious culture of Modern Qorcin, being a mixture of Shamanism, Tibetan 
Buddhism, Confucianism and Taoism brought about by Han Chinese, is extremely 
hard to understand. The Shamanism, typical for this region, in spite of being exclusive 
was nevertheless fusing with Tibetan Buddhism, thus, for many hundreds of years it 
was gradually declining. Besides, it was damaged by China's cultural revolution and 
promulgation of Rationalistic thought. At the same time, in this region, nowadays 
Shamanism is coming back to life, coexisting with modern civilization. 
The author of this article has made field trips to make a research on Qorcin 
shamans 3 times from 2004 until 2006. The field studies were continued from 2009 
until 2016 with many informants. 
In this article, the author is endevoured to compare this reviving syncretic 
shamanism, which came to life with the beginning of Chinese economic reform in 
the late 1980s and has absorbed many elements from Tibetan Buddhism and Han 
Chinese folk religion, with the "historical Shamanism". 
Nowadays, many Qorcin region Mongolian shamans label themselves either 
"black shamans"(qara Jug- unboge)or "white shamans"(caGan Jug-unboge) etc. 
However, judging from the rituals they perform, modern "black shamans", "white 
shamans", "yellow shamans"(Sira Jug- unboge)and such are not the same types of 
shaman that used to exist before Communist revolution. 
There arises a question: What typology is actually used for classifying modern 
Mongolian shamans? The author thinks that it might be appropriate to say that 
nowadays the very framework of "black shamans" or "white shamans" interpretations 
is going through significant changes. This article is an attempt to explain these 
changes in the interpretation of traditional terms. 
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